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令和３年9月定例会報告

学校で市議会のことを学べれば
大人になってから自分もできると思うかもしれない

生徒による校則の改正に挑戦！
南中学校生徒会の皆様にインタビュー
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令和２年度

決　算

大
野
洋
子
　
議
員

小
林
ひ
と
み
　
議
員

松
尾
孝
彦
　
議
員

太
田
忠
芳
　
議
員

近
藤
英
基
　
議
員

石
塚
節
子
　
議
員

出
雲
敏
太
郎
　
議
員

内
野
嘉
広
　
議
員

長
谷
川
清
　
議
員

第６次総合計画初年
度の成果を探そう
　：結果的には、職員数を
大幅削減している
　：コロナ感染者に何もし
ない、何もできない市の現実

安心に暮らせるまち
に進んでいるのか
　：コロナ禍で市独自の給
付金で、子育て世帯を支援
　：コロナ禍でも、継続し
て支援ができる体制づくり

継続的な施策の流れ
と事業効果
　：地域と連携した太田ヶ
谷緑地保全事業
　：職員研修事業の市民目
線から見た事業効果

コロナ禍における市
民生活支援
　：子育て支援のための給付
金や教育環境の整備が促進
　：自治会活動の低下。今
後のコミュニティ活動支援

コロナ対策

　：トイレ改修等の感染対
策　ひとり親家庭への支援
　：経済的影響を受けた市
民への取組

未来を創り出す力を
育む教育の推進
　：鶴っ子土曜塾×大学生
ＷＩＮ－ＷＩＮ事業
　：情報教育環境活用支援
事業

「平時から非常時に」
予算の見直し
　：不要・不急は延期・中
止、市民生活支援重視に
　：先を見通した施策で不
安に応える必要

子どもの貧困対策

　：コロナ禍、ひとり親家
庭への支援策
　：学習併設型子ども食堂
が消滅

　評価する点
　課題となる点

各議員が令和２年度決算 について審議を重ねました。
それぞれの議員が自分の 言葉で評価します。

論点
※ 監査委員として審査しています。
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令和２年度
一般会計決算

漆
畑
和
司
　
議
員

金
泉
婦
貴
子
　
議
員

藤
原
建
志
　
議
員

大
曽
根
英
明
　
議
員

山
中
基
充
　
議
長

髙
橋
剣
二
　
議
員

杉
田
恭
之
　
議
員

小
川
　
茂
　
議
員

持
田
靖
明
　
議
員

人口増に結び付いた
政策効果は
　：７年連続の幼保施設へ
の待機児童数「０」
　：将来不安となる人口減
少社会にどう政策を打つか

鉄道利便性向上促進
事業
　：一本松駅バリアフリー
整備（エレベーターの設置）
　：一本松駅南口開設が進
んでいない

第６次鶴ヶ島市総合計画の初年度
であったが、コロナ対策に追われた
　：コロナ禍の中、子育て支援に
力を入れた。特に「鶴っ子土曜塾」
　：地域のコミュニティ。人と人とのふ
れあい等失われつつあるかと懸念される

財政のコストパフォーマ
ンスは向上しているか
　：コロナ禍の中でも実効
性の高い施策を実現できた
　：齊藤市長の顔が見えるように実
現できた施策をアピールしてほしい

コロナ禍への戦闘態
勢は
　：職員の努力・市民の協
力で体制維持
　：市民が「わくわく」す
るような政策の提示

コロナ禍における事
業の執行状況
　：地域の交通安全に資す
る道水路整備事業
　：一本松駅に関する鉄道
利便性向上促進事業

コロナワクチン接種
　＆　鶴っ子土曜塾
　：いち早くコロナワクチン
接種準備に取り掛かったこと
　：市のお知らせを住民に
周知する方法の強化

第６次総合計画の初
年度として
　：コロナ禍でも一歩前へ
踏み出せた各施策
　：コロナ禍で失われた、
支え合い・交流の仕組み

審査内容の詳細は、
４、５ページに掲載

各議員が令和２年度決算 について審議を重ねました。
それぞれの議員が自分の 言葉で評価します。

決算
※ 議長は議事進行を行うため、本会議
の審議及び採決には加わりません。



学習用端末

生ごみ処理器キエーロ
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一
般

計
会

一般
会計 歳出

309億2659万円
歳出
309億2659万円

歳入
320億9474万円
歳入
320億9474万円

　令和２年度の一般会計決算と特別会計決算

（５議案）は、所管の常任委員会に付託され、

審査されました。

　委員会での審査結果は、いずれも「認定す

べきもの」で、最終日の本会議での採決の結

果、いずれも認定されました。

特　 集　　令 和　２ 年 度 決 算

人　
口　
対　
策

対
策
と
そ
の
成
果
は
。

政
策
推
進
課
長　
鶴
ヶ
島
版
ネ

ウ
ボ
ラ
を
は
じ
め
と
し
た
相
談

支
援
体
制
の
充
実
な
ど
を
進
め
、
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
整

備
し
て
い
る
。
ま
た
、
鶴
ヶ
島
グ
リ

ー
ン
パ
ー
ク
の
整
備
で
に
ぎ
わ
い
と

憩
い
の
場
の
創
出
を
目
指
す
。
ほ
か

に
も
、
株
式
会
社
関
水
金
属
と
連
携

し
た
新
た
な
拠
点
整
備
も
進
め
、
居

住
の
受
け
皿
づ
く
り
を
行
い
、
若
い

世
代
の
転
入
、
定
住
を
促
進
す
る
。

人
口
増
加
に
関
す
る
成
果
は
、
正
確

に
把
握
し
て
い
な
い
。

ＱＡ新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

交
付
金
の
使
い
方
の
検
証
、
課

題
は
。

Ｑ

政
策
推
進
課
長　
子
育
て
支
援

臨
時
給
付
金
の
給
付
や
事
業
者

に
対
す
る
緊
急
融
資
事
業
、
ま
た
感

染
症
対
策
に
必
要
な
消
耗
品
の
購
入

等
を
行
っ
た
。
ほ
か
に
も
、
児
童
・

生
徒
へ
の
学
習
用
端
末
の
整
備
、
感

染
症
対
策
を
踏
ま
え
た
災
害
備
蓄
品

の
整
備
や
感
染
症
に
対
応
し
た
公
共

施
設
の
ト
イ
レ
改
修
等
を
実
施
し
た
。

今
後
は
、
第
６
次
総
合
計
画
の
リ
ス

タ
ー
ト
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
後
を
見
据

え
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に

係
る
取
組
や
地
域
経
済
の
活
性
化
の

事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Ａ住
民
異
動
等
窓
口
業
務
委
託
事
業

窓
口
の
外
部
委
託
に
よ
る
市
民

の
反
応
は
。
ま
た
、
職
員
数
の

削
減
状
況
は
。

市
民
課
長　
混
雑
期
の
待
合
ロ

ビ
ー
に
案
内
係
を
配
置
し
た
こ

と
、
転
入
転
出
な
ど
の
際
に
必
要
な

手
続
き
を
示
す
案
内
シ
ー
ト
を
渡
す

な
ど
し
、
市
民
か
ら
好
評
を
得
た
。

　
ま
た
、
３
人
の
正
規
職
員
と
５
人

の
会
計
年
度
任
用
職
員
を
削
減
し
た
。

ＱＡ

森
林
環
境
基
金
積
立
金

積
立
金
の
活
用
は
。

産
業
振
興
課
長　
昨
年
度
は
、

生
ご
み
処
理
器
キ
エ
ー
ロ
の
購

入
補
助
、
市
民
の
森
整
備
事
業
に
充

当
し
た
。
今
後
は
、
高
倉
の
屋
敷
林

の
保
全
や
鶴
ヶ
島
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

の
管
理
や
整
備
な
ど
へ
の
活
用
を
考

え
て
い
る
。

ＱＡ都
市
農
業
活
性
化
事
業

鶴
ヶ
島
野
菜
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
。

産
業
振
興
課
長　
栽
培
技
術
講

習
会
の
開
催
や
、
鶴
ヶ
島
産
野

菜
シ
ー
ル
を
作
成
し
て
出
荷
時
に
貼

付
す
る
な
ど
、
ブ
ラ
ン
ド
化
や
消
費

拡
大
に
向
け
た
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
今
後
も
引
き
続
き
、
広
く
周
知

を
し
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
緊
急
特
別
融
資
事
業

融
資
し
た
３０
件
の
内
容
は
。

ＱＡＱ

産
業
振
興
課
長　
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
売

上
げ
が
減
っ
て
い
る
市
内
の
３０
社
の

中
小
企
業
者
等
に
、
２
９
４
０
万
円

の
融
資
を
行
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

成
果
と
今
後
の
見
通
し
は
。

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　
昨
年
度

は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置

や
接
種
券
の
印
刷
の
準
備
を
し
た
。

今
年
度
か
ら
本
格
的
に
接
種
を
開
始

し
、
接
種
券
の
発
送
、
予
約
シ
ス
テ

ム
の
導
入
、
ワ
ク
チ
ン
を
管
理
す
る

た
め
に
必
要
な
冷
蔵
庫
の
配
備
、
個

別
接
種
を
実
施
す
る
医
療
機
関
の
選

定
及
び
ワ
ク
チ
ン
の
配
送
を
行
っ
た
。

さ
ら
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を
会
場
と

し
た
、
集
団
接
種
等
を
実
施
し
て
い

る
。
接
種
率
は
、
令
和
３
年
９
月
５

日
時
点
で
、
３
万
７
７
５
４
人
、

５８
・
９４
㌫
で
あ
る
。
２
回
目
の
接
種

を
終
え
た
人
は
、
２
万
９
０
１
８
人
、

４５
・
３
㌫
で
あ
る
。

ＡＱＡ



保全活動の様子
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計

特
別

会

特別会計決算

　国民健康保険
　　　　歳入　６5億６０２０万円
　　　　歳出　６３億４２5４万円

　後期高齢者医療
　　　　歳入　８億１６７１万円
　　　　歳出　８億１４８１万円

　介護保険
　　　　歳入　４７億３２９９万円
　　　　歳出　４２億８７６２万円

　一本松土地区画整理事業
　　　　歳入　１億９5３１万円
　　　　歳出　１億８０5６万円

　若葉駅西口土地区画整理事業
　　　　歳入　３億４２６２万円
　　　　歳出　３億２１７９万円

特　 集　　令 和　２ 年 度 決 算

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
る
高
齢
者
の
受
診

控
え
の
実
態
は
。

保
険
年
金
課
長　
医
療
費
の
実

態
は
把
握
し
て
い
な
い
。
保
険

料
の
減
免
制
度
の
利
用
は
、
元
年
度

分
で
７
人
、
２
年
度
分
で
９
人
で
あ

る
。

後
期
高
齢
者
医
療

ＱＡ

態
と
施
設
の
利
用
控
え
の
実
態
は
。

介
護
保
険
課
長　
２
年
度
に
は
、

介
護
事
業
所
関
係
で
感
染
者
が

確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
ク
ラ
ス
タ
ー

等
は
発
生
し
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
施
設
の
利
用
者
数
は
、
第

１
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ

れ
た
昨
年
５
月
に
通
所
系
の
利
用
状

況
が
極
端
に
落
ち
て
い
る
。

介
護
の
申
請
か
ら
認
定
ま
で
の

日
数
は
。

介
護
保
険
課
長　

２
年
度
、

１
６
９
１
件
認
定
し
た
。
平
均

日
数
は
２８
・
８
日
で
あ
る
。

ＡＱＡ

介
護
施
設
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
感
染
の
実

介

護

保

険

Ｑ

傷
病
手
当
の
支
給
対
象
者
数
は
。

保
険
年
金
課
長　
７
月
に
１
件

の
申
請
が
あ
っ
た
。

特
定
健
診
の
受
診
率
は
。

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　
元
年
が

４１・２
㌫
、
２
年
は
３６・２
㌫
で
、

５
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
た
。

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
受
診
勧
奨
の

成
果
は
。

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　
未
受
診

者
を
４
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
、

タ
イ
プ
別
に
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
た
。

コ
ロ
ナ
前
の
元
年
度
の
実
績
で
は
、

７・５
ポ
イ
ン
ト
受
診
率
が
上
昇
し
、

伸
び
率
が
県
下
で
１
位
タ
イ
で
あ
っ

た
。

国
民
健
康
保
険

ＱＡＱＡＱＡ

障
害
者
支
援
体
制
整
備
事
業

事
業
の
成
果
は
。

障
害
者
福
祉
課
長　
発
達
障
害

児
の
親
へ
の
支
援
と
し
て
、
ペ

ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
団

体
に
補
助
を
行
っ
た
。
５
歳
か
ら
１０

歳
ま
で
の
子
が
い
る
保
護
者
を
対
象

と
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
っ
こ
の
会
が

全
７
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
。

藤
金
地
区
都
市
計
画
変
更
事
業

地
権
者
の
意
見
と
今
後
は
。

都
市
計
画
課
長　
土
地
区
画
整

理
区
域
・
地
区
計
画
区
域
共
に
、

説
明
会
に
代
わ
る
資
料
を
地
権
者
全

戸
に
配
布
し
た
。
２
度
の
縦
覧
で
も

反
対
意
見
は
な
く
、
変
更
に
至
っ
た
。

今
年
６
月
に
は
区
画
整
理
に
興
味
を

示
し
て
い
る
事
業
者
が
勉
強
会
を
開

催
し
、
機
運
醸
成
が
図
ら
れ
た
。
ま

た
、
地
区
計
画
は
、
現
在
、
測
量
の

契
約
を
し
て
進
め
て
い
る
。

太
田
ヶ
谷
緑
地
保
全
事
業

今
後
の
管
理
は
。

都
市
計
画
課
主
席
主
幹　
太
田

ヶ
谷
自
治
会
の
有
志
の
方
々
、

大
谷
川
源
流
の
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
つ

る
が
し
ま
里
山
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
の

協
力
等
を
得
て
、
下
草
刈
り
な
ど
の

保
全
活
動
や
里
山
体
験
環
境
学
習
等

の
開
催
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

ＱＡＱＡＱＡ

今
後
も
緑
地
を
健
全
に
維
持
す
る
た

め
に
、
地
域
の
方
々
、
市
民
団
体
、

ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
に
よ
る
協
力
が
必

要
で
あ
る
。

学
校
法
務
相
談
等
体
制
整
備
事
業

法
的
相
談
の
件
数
は
。

学
校
教
育
課
長　
全
て
の
学
校

を
訪
問
し
て
、
弁
護
士
か
ら
対

応
に
苦
慮
し
た
事
例
へ
の
法
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
学
校
事
故

の
未
然
防
止
に
努
め
た
。

　
具
体
的
相
談
件
数
は
４
件
で
、
そ

れ
ぞ
れ
複
数
回
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
い
て
い
る
。

中
学
校
英
語
技
能
検
定

取
得
推
進
事
業

具
体
的
な
取
組
は
。

学
校
教
育
課
長　
英
語
科
の
教

員
が
同
僚
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
参

考
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
と
も
に
授
業
を
練
り

ＱＡＱＡ

上
げ
て
質
を
高
め
て
い
き
、
授
業
の

充
実
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
夏
季

休
業
期
間
中
に
英
検
講
座
を
中
央
図

書
館
の
２
階
を
借
り
て
実
施
し
た
。

英
語
技
能
検
定
の
取
得
は
学
習
意
欲

の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
。
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9月定例会

つるがしま市議会だより第１９8号〔13〕

新型コロナウイルスワクチン接種事業に要する経費

などの補正予算を可決！

令和３年第 3 回鶴ヶ島市議会定例会審議結果令和３年第 3 回鶴ヶ島市議会定例会審議結果 ○…賛成　×…反対・賛成せず

令和３年第３回定例会の日程（会期２４日間）

８/３０ 本会議
開会

議案第４０号～第５４号を上程

９/２ 本会議
議案第４０号～第４２号を採決

議案第４３号～第５４号を委員会付託

６ 総務産業建設常任委員会
文教厚生常任委員会

付託議案審査

７・８ 予算決算常任委員会 付託議案審査

１５・１６・１７ 本会議 一般質問

２２ 本会議

議案第４３号～第５４号を採決

議案第５５号を上程及び採決

閉会

　
令
和
３
年
第
３
回
鶴
ヶ
島
市
議
会

定
例
会
が
８
月
3０
日（
月
）か
ら
９
月

２２
日（
水
）ま
で
の
２４
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案

1６
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
質
問
を
３
日
間
に
わ

た
り
行
い
、
1４
人
の
議
員
が
登
壇
し

ま
し
た
。

議案
番号 議案の名称� 議員名等 審議

結果

新政クラブ 大空・つるがしま未来 公明党 日本共産党

賛
成

反
対
・
賛
成
せ
ず

持
田　
靖
明

小
川　
　
茂

杉
田　
恭
之

髙
橋　
剣
二

金
泉
婦
貴
子

藤
原　
建
志

出
雲
敏
太
郎

内
野　
嘉
広

近
藤　
英
基

大
曽
根
英
明

漆
畑　
和
司

山
中　
基
充

松
尾　
孝
彦

小
林
ひ
と
み

太
田　
忠
芳

石
塚　
節
子

大
野　
洋
子

長
谷
川　
清

議　案
第４０号

教育委員会教育長の任命について
（松
まつ
井
い
　克
かつ
彦
ひこ
氏）

同意に
決す ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0

議　案
第４1号

教育委員会委員の任命について
（髙
たか
篠
しの
　雅
まさ
惠
え
氏）

同意に
決す ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0

議　案
第４２号

デジタル庁設置法及びデジタル社会の形成を図
るための関係法律の整備に関する法律の施行に
伴う関係条例の整理に関する条例について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0

議　案
第４3号

鶴ヶ島市特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0

議　案
第４４号

令和３年度鶴ヶ島市一般会計補正予算（第５号）
について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0

議　案
第４５号

令和３年度鶴ヶ島市国民健康保険特別会計補正
予算（第１号）について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0

議　案
第４６号

令和３年度鶴ヶ島市介護保険特別会計補正予算
（第１号）について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0

議　案
第４7号

令和３年度鶴ヶ島市坂戸都市計画事業一本松土
地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）に
ついて

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0

議　案
第４８号

令和３年度鶴ヶ島市坂戸都市計画事業若葉駅西
口土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）
について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0



つるがしま市議会だより第１９8号 〔14〕

委
員
会
審
査

条　
　

例

鶴
ヶ
島
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
並
び
に
特
定
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
施
設
等
の
運
営
に

関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

保
育
所
等
が
書
面
で
記
録
等
し
て
い

た
も
の
を
電
磁
的
記
録
に
よ
り
行
う

こ
と
が
で
き
る
規
定
等
を
追
加
す
る

も
の
で
す
。

議案第4３号
　
令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予

算
を
１
件
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算

４
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計（
第
５
号
）

地
方
交
付
税
と
臨
時
財
政
対
策
債

決
定
額
は
妥
当
か
。

財
政
課
長　
地
方
交
付
税
は
、

全
国
統
一
の
一
定
の
ル
ー
ル
に

基
づ
い
て
客
観
的
に
推
計
し
た
結
果

を
基
に
算
定
さ
れ
て
お
り
、
各
団
体

の
裁
量
の
余
地
は
な
く
、
妥
当
な
も

ＱＡ

の
と
考
え
る
。

　
臨
時
財
政
対
策
債
は
、
基
準
財
政

需
要
額
と
収
入
額
と
の
差
額
が
地
方

交
付
税
と
し
て
算
定
さ
れ
、
そ
の
一

部
を
市
町
村
の
負
担
分
と
し
て
振
り

替
え
た
も
の
で
、
交
付
税
の
決
定
と

併
せ
て
国
で
決
定
さ
れ
る
た
め
、
交

付
税
と
同
じ
く
妥
当
だ
と
考
え
る
。

庁
舎
維
持
管
理
事
業

自
家
発
電
装
置
に
つ
い
て

資
産
管
理
課
長　
庁
舎
非
常
用

自
家
発
電
機
が
故
障
し
た
た
め
、

当
面
の
間
、
仮
設
の
非
常
用
電
源
設

備
を
レ
ン
タ
ル
す
る
た
め
の
使
用
料

で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

市
の
対
応
は
。

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　
６５
歳
以

上
の
高
齢
者
の
一
回
目
の
接
種

率
は
、
９
月
６
日
現
在
、
約
８９
㌫
で

あ
る
。
未
接
種
の
高
齢
者
に
は
優
先

的
接
種
を
す
る
。
ま
た
、
民
生
委
員

等
を
通
じ
た
未
接
種
者
の
掘
り
起
こ

し
も
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
接

種
が
難
し
い
場
合
に
は
、
在
宅
診
療

等
を
行
う
医
師
が
訪
問
し
、
接
種
す

る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

接
種
を
促
進
す
る
た
め
の
周
知

の
方
法
は
。

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　
接
種
券

の
送
付
の
際
に
ワ
ク
チ
ン
の
種

ＱＡＱＡＱＡ

類
や
被
る
副
反
応
等
を
勘
案
し
て
接

種
い
た
だ
け
る
よ
う
な
周
知
文
を
同

封
し
て
い
る
。
ほ
か
に
も
、
市
の
広

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
を
し
て

い
る
。一

般
職
員
給
与
費

職
員
の
時
間
外
手
当
の
内
容
は
。

ま
た
、
接
種
に
係
る
人
件
費
は
、

全
額
国
庫
支
出
金
で
は
な
い
の
か
。

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　
１０
月
以

降
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
係
る
職
員
の
時
間
外
手
当
で
あ

る
。
当
初
４
人
で
見
込
ん
で
い
た
が
、

６
人
に
増
員
し
て
い
る
。
こ
の
費
用

は
全
額
国
庫
補
助
が
導
入
さ
れ
る
が
、

今
回
の
分
の
補
助
の
上
限
額
等
が
示

さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
一
時

的
に
今
回
の
補
正
予
算
を
組
み
、
国

の
措
置
が
決
ま
り
次
第
、
財
源
内
訳

補
正
を
行
い
た
い
。
な
お
、
今
回
の

補
助
金
の
対
象
は
、
時
間
外
手
当
の

み
で
あ
り
、
職
員
の
本
給
に
は
充
て

ら
れ
な
い
。

放
置
自
転
車
防
止
対
策
・
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

光
熱
費
の
内
容
は
。

安
心
安
全
推
進
課
長　
富
士
見

地
内
に
あ
る
自
転
車
保
管
場
所

の
電
気
料
金
と
水
道
料
金
で
あ
る
。

昨
年
の
１０
月
、
脚
折
地
内
か
ら
富
士

見
地
内
に
移
転
し
た
が
、
移
転
前
の

料
金
を
基
に
算
定
し
た
と
こ
ろ
、
実

ＱＡＱＡ

議案
番号 議案の名称� 議員名等 審議

結果

新政クラブ 大空・つるがしま未来 公明党 日本共産党

賛
成

反
対
・
賛
成
せ
ず

持
田
　
靖
明

小
川
　
　
茂

杉
田
　
恭
之

髙
橋
　
剣
二

金
泉
婦
貴
子

藤
原
　
建
志

出
雲
敏
太
郎

内
野
　
嘉
広

近
藤
　
英
基

大
曽
根
英
明

漆
畑
　
和
司

山
中
　
基
充

松
尾
　
孝
彦

小
林
ひ
と
み

太
田
　
忠
芳

石
塚
　
節
子

大
野
　
洋
子

長
谷
川
　
清

議　案
第4９号

令和２年度鶴ヶ島市一般会計歳入歳出決算の認
定について

認定に
決す ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ × 16 1

議　案
第５０号

令和２年度鶴ヶ島市国民健康保険特別会計歳入
歳出決算の認定について

認定に
決す ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0

議　案
第５1号

令和２年度鶴ヶ島市後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算の認定について

認定に
決す ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0

議　案
第５２号

令和２年度鶴ヶ島市介護保険特別会計歳入歳出
決算の認定について

認定に
決す ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0

議　案
第５３号

令和２年度鶴ヶ島市坂戸都市計画事業一本松土
地区画整理事業特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

認定に
決す ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0

議　案
第５4号

令和２年度鶴ヶ島市坂戸都市計画事業若葉駅西
口土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算の認
定について

認定に
決す ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0

議　案
第５５号

令和３年度鶴ヶ島市一般会計補正予算（第６号）
について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 0



つるがしま市議会だより第１９8号〔1５〕

際
に
使
用
す
る
量
が
見
込
み
よ
り
多

く
、
今
後
の
支
払
金
額
に
不
足
が
生

じ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
補
正

を
行
っ
た
。

交
通
安
全
設
備
整
備
事
業

市
内
全
域
に
わ
た
る
事
業
か
。

安
心
安
全
推
進
課
長　
過
日
の

千
葉
県
八
街
市
で
の
通
学
路
の

事
故
を
受
け
、
本
市
で
も
危
険
箇
所

に
飛
び
出
し
注
意
の
啓
発
看
板
等
を

購
入
し
、
早
急
に
整
備
す
る
。
市
内

全
域
に
設
置
済
み
の
看
板
等
に
つ
い

て
は
、
経
年
劣
化
や
道
路
環
境
の
変

化
に
よ
る
交
換
の
必
要
性
に
つ
い
て
、

点
検
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

道
路
交
通
環
境
安
全
対
策
事
業

改
善
要
望
の
箇
所
の
数
と
今
回

の
５
路
線
が
選
ば
れ
た
基
準
は
。

道
路
建
設
課
長　
国
道
等
を
除

い
た
市
道
に
関
す
る
要
望
が
１

１
２
か
所
あ
っ
た
。
今
回
は
、
小
・

中
学
校
の
通
学
路
及
び
幼
児
、
園
児

が
利
用
し
て
い
る
路
線
で
あ
る
こ
と
、

交
通
量
の
あ
る
市
内
の
幹
線
道
路
で

あ
る
こ
と
、
今
回
の
点
検
で
の
要
望

箇
所
、
ま
た
、
以
前
要
望
等
が
あ
っ

た
路
線
の
３
つ
の
要
素
を
満
た
す
道

路
を
選
択
し
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

ＱＡＱＡ

　
傷
病
手
当
金
に
要
す
る
経
費
を
補

正
す
る
も
の
で
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計

　
介
護
給
付
費
準
備
基
金
積
立
金
に

要
す
る
経
費
、
介
護
給
付
費
等
償
還

金
に
要
す
る
経
費
等
を
補
正
す
る
も

の
で
す
。

一
本
松
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

若
葉
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

な
ぜ
出
来
形
確
認
測
量
事
業
が

補
正
対
応
と
な
っ
た
の
か
。

区
画
整
理
課
長　
次
年
度
で
の

予
定
だ
っ
た
が
、
条
件
が
整
っ

た
の
で
、
計
画
を
前
倒
し
て
事
業
を

前
進
さ
せ
た
い
と
考
え
た
。

ＱＡ　
令
和
３
年
７
月
１６
日
、
夏
の
交

通
事
故
防
止
運
動
に
お
け
る
街
頭

指
導
が
実
施
さ
れ
、
鶴
ヶ
島
市
議

会
交
通
安
全
推
進
議
員
連
盟
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
、
啓
発
品

と
チ
ラ
シ
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

～
コ
メ
ン
タ
リ
ー
運
転
の
推
進
～

　
コ
メ
ン
タ
リ
ー
運
転
と
は
、
刻

々
と
移
り
変
わ
る
交
通
の
状
況
を

「
声
に
出
す
」
こ
と
に
よ
っ
て
安

全
意
識
を
高
め
る
運
転
方
法
の
こ

と
で
す
。
声
に
出
し
、
注
意
力
の

低
下
を
防
い
で
、
漫
然
運
転
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
防
止
運
動
街
頭
指
導
に
参
加
！

あ
な
た
の
声
を
市
議
会
に

あ
な
た
の
声
を
市
議
会
に

〜
請
願
・
陳
情
の
出
し
方
を
紹
介
し
ま
す
〜

　請願や陳情は、皆さんの要望を直接政治に反映させる
方法の一つです。

１　請願には、紹介議員として１人以上の市議会議員の
署名が必要です。紹介議員がいない場合は、請願では
なく、陳情となります。
２　件名、要旨、理由を簡潔に記載してください。
３　提出年月日、請願者の住所（法人の場合は所在地と
名称）を記載し、請願者（法人の場合は代表者）が署
名してください。
４　複数人で請願を出す場合は、代表者を１人決めて（外
○○人）と記載してください。
５　請願はいつでも受け付けていますが、３月・６月・
９月・１２月に開催される定例会ごとに期限を定めてい
ます。
６　陳情書は、請願書の書式に準じて作成してください。
７　詳しくは、議会事務局へお問い合わせください。

※請願者が複数の場合
は、署名簿を添えて
ください。

請願者による
　意見陳述の試行
も行っています。

書式例は議会のホームページからダウンロードできます。
ホームページはこちらから 鶴ヶ島市議会 検 索

鶴ヶ島市議会 検　索

　次回の令和３年第４回定例会は、１１月２９日（月）に開会の
予定です。
　議会の日程は、開会日の５〜２日前に決定
し、市のホームページのほか、市役所１階な
どの議会情報コーナーで御案内します。
ホームページはこちらから
https://www.city.tsurugashima.lg.jp/page/dir000016.html

次回定例会のお知らせ



市民と議員の懇談会
－議会報告会 2021－

開催しました！

つるがしま市議会だより第１９8号 〔16〕

　新型コロナウイルスの感染拡大により、対面に
よる意見聴取を取りやめ、令和３年８月２１日（土）
及び２２日（日）にオンライン会議（Zoom）を利用
したリモートで皆様の御意見を伺い、合計５３人の
参加がありました。
　ほかにも、アンケートを市議会ホームページや
ツイッターで募集し、自治会長様や各地域支え合
い協議会にも依頼して８６件のご意見をいただきま
した。

・学校を地域のコミュニティの場となる

多機能の施設にしてはどうでしょう。

・通学の安全面が心配。見守りの強化・

防犯カメラの設置など考えてほしい。

・顔を合わせて意見交換をしたい。

・ ＡＢＣ案とか、もう１つの代替案があ

るべきでは。なぜ今回は１本なのか？

・４か所小・中学校統合の立派なのを作る

とかというような計画はなかったの？

・児童の減少が大前提の計画だが、埼玉県

の中でも人口が横ばいでポテンシャルが

ある。政策努力が反映されていない。

・学校区はもっと検討を。

・２キロくらい歩くのは健康的に大賛成。

・スクールバスをやるべき。

当日及びアンケートで頂いた御意見はこちらで御覧いただけます。
https://www.city.tsurugashima.lg.jp/page/page008180.html

西・北市民センター地域（参加者数：１８人）

東・富士見・南市民センター地域（参加者数：２１人）

大橋・南市民センター地域（参加者数：１４人）



つるがしま市議会だより第１９8号〔17〕

鶴ヶ島市公共施設個別利用実施計画（案）に関する報告書の全文はこちらで御覧いただけます。
https://www.city.tsurugashima.lg.jp/page/page008451.html

　令和３年５月から、議会報編集委員会から広報広聴
委員会になり、これまでの市議会だよりの編集及び発
行に加え、初めての広報
広聴委員会の事業として、
８月に議会報告会を開催
しました。
　これからも広聴機能に
力を入れていきます。

議会報編集委員会から広報広聴委員会へ！
新たに８月からツイッターを開始しました。ぜひ御覧
ください。

@tsuru_shigikai
https://twitter.com/
tsuru_shigikai

議会Twitterが始動

鶴　議　第１１７号
令和３年９月３０日

　鶴ヶ島市長　齊　藤　芳　久　様
鶴ヶ島市議会議長　山　中　基　充

鶴ヶ島市公共施設個別利用実施計画（案）に関する報告書

　当議会は、令和３年３月に公表された「鶴ヶ島市公共施設個別利用実施計画（案）」に関して、
共に当市の未来を創る一翼として、本計画（案）をより良いものとするために市民の皆様の御意見
を幅広く聴取するべく、聴取の場として議会報告会を開催し、アンケートの募集を行った。
　ついては、８月２１日（土）及び２２日（日）に開催した議会報告会に寄せられた市民の御意見及び
９月１０日（金）までに寄せられたアンケートの回答を取りまとめたので、下記のとおり報告する。

記
１　報告概要
　（１）　議会報告会２０２１－オンライン（Zoom）で開催
　　ア　西・北市民センター地域　　　　　　参加市民：１４人
　　イ　東・富士見・南市民センター地域　　参加市民：２１人
　　ウ　大橋・南市民センター地域　　　　　参加市民：１８人
　（２）　アンケートによる意見聴取　　　　　用紙提出：８６人
　　ア　年齢別

　　イ　学校区別

合計 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０歳代 未記入
８６ １ ２ ５ １４ １８ ４０ ６

２　アンケート質問項目及び主な意見
　計画（案）については、おおむね賛成、妥当、やむを得ないとの意見が多かった。
　（１）　小・中学校の再編について
　再編については、おおむね肯定的な意見が多かったが、通学距離が伸びることによる児童・生徒の安全確保について、
多くの意見が寄せられた。
・通学路の安全確保、点検整備が必要。
・通学距離が長くなる児童には、スクールバスの利用が望ましい。
・小中一貫教育、南小中一貫校におけるメリット・デメリットを検討すべき。
など

　（２）　小・中学校以外の公共施設について
　市民活動推進センターの廃止後の市民団体の活動支援、災害時の避難場所の確保を心配する意見や、市営住宅の存続
を望む意見が多かった。
・借地による財政負担が大きいので、公共施設を集約・複合化したりするべき。
・市営新町住宅の廃止後はどうなるのか。生活に困窮する世帯が増える可能性がある状況で住宅の確保ができるのか。
など

　（３）　実施する時期について
　可能なものからできる限り前倒しして実施すべきという意見や、状況の変化に合わせて適切に見直しを行って欲しい
との意見が多かった。
・社会情勢を的確に把握、判断し、計画の随時見直し修正を行い、やるべきことは早急に実施すべきと思う。
・財政面を考慮して早期が望ましい。
・５年ごとの見直しの検討は、市民に公表し、意見を集めることも大切です。
など

合計 第一小 第二小 新町小 杉下小 長久保 栄小 藤小 南小 未記入
８６ ６ １４ ２８ ５ ８ １０ ４ ８ ３

鶴ヶ島市公共施設個別利用実施計画（案）に関する報告書を市長に
手渡しました！

　

令
和
３
年
９
月
３０
日
、
市
長

に
議
会
報
告
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト

に
お
い
て
把
握
し
た
鶴
ヶ
島
市

公
共
施
設
個
別
利
用
実
施
計
画

（
案
）へ
の
市
民
の
意
見
を
手
渡

し
ま
し
た
。



つるがしま市議会だより第１９8号 〔18〕

編
集

　
後
記

　
昨
年
、
南
中
の
生
徒
会
が
、
校

則
に
つ
い
て
生
徒
の
意
見
を
集
め

て
い
た
の
と
同
じ
頃
、
先
生
方
は

制
服
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
ま

し
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
会

議
か
ら
も
是
非
推
進
す
る
よ
う
に

と
の
後
押
し
が
あ
り
、
こ
の
夏
、

校
内
に
白
、
黒
、
紺
の
ポ
ロ
シ
ャ

ツ
を
着
た
生
徒
た
ち
の
姿
が
登
場
。

ス
カ
ー
ト
と
ス
ラ
ッ
ク
ス
の
選
択

も
自
由
に
な
り
ま
し
た
。

　
髪
型
や
靴
下
な
ど
の
決
ま
り
に

つ
い
て
は
生
徒
が
自
分
た
ち
で
改

正
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
校
則
の
改
正
後
、
文
部
科
学
省

か
ら
校
則
を
絶
え
ず
見
直
す
こ
と

を
求
め
る
通
知
が
届
き
ま
し
た
。

　
鶴
ヶ
島
に
は
、
国
よ
り
も
早
く

爽
や
か
な
風
が
吹
い
た
よ
う
で
す
。

�

（
大
）

（
広
報
広
聴
委
員
）

委

員

長　
大　
野　
洋　
子

副
委
員
長　
内　
野　
嘉　
広

委

員　
松　
尾　
孝　
彦

委

員　
小　
林　
ひ
と
み

委

員　
太　
田　
忠　
芳

委

員　
石　
塚　
節　
子

委

員　
持　
田　
靖　
明

委

員　
杉　
田　
恭　
之

●
立
候
補
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は

　
入
学
し
て
生
徒
手
帳
を
見
た
と
き

に
中
学
生
ら
し
く
な
ど
の
曖
昧
な
表

現
が
多
く
、
疑
問
に
思
っ
た
の
で
、

校
則
の
改
正
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
で
先
輩
に
会
え
な
か
っ
た

の
で
、
挨
拶
を
増
や
し
て
南
中
学
校

を
明
る
い
学
校
に
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

　
ほ
か
に
も
、
ア
ル
ミ
缶
等
の
回
収

を
通
し
て
、
困
っ
て
い
る
人
や
学
校

へ
貢
献
を
考
え
ま
し
た
。

●
校
則
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
と
メ
ッ
セ

ー
ジ
は

　
校
則
は
、
社
会
に
出
る
準
備
期
間

に
は
必
要
な
も
の
で
す
が
、
校
則
に

よ
る
不
利
益
が
な
い
よ
う
に
改
正
し

ま
し
た
。
校
則
に
関
す
る
生
徒
の
ア

ン
ケ
ー
ト
内
容
は
、
わ
が
ま
ま
な
の

か
、
改
正
要
望
な
の
か
、
具
体
的
な

根
拠
が
あ
る
も
の
な
の
か
の
区
別
が

大
変
で
し
た
。
体
験
を
通
し
て
、「
自

分
た
ち
の
意
見
で
校
則
を
変
え
ら
れ

る
」
こ
と
を
後
輩
た
ち
に
伝
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

●
鶴
ヶ
島
が
好
き
！

　
災
害
が
少
な
く
、
地
域
の
人
た
ち

と
の
関
わ
り
が
深
い
鶴
ヶ
島
が
好
き

で
す
。

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ゴ
ミ
拾

い
や
、
放
課
後
に
中
学
生
が
小
学
生

の
面
倒
を
み
た
り
し
た
ら
、
ま
ち
が

元
気
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
や
お
祭
り
、
サ

ザ
ン
地
域
支
え
合
い
協
議
会
か
ら
、

地
域
の
人
と
の
つ
な
が
り
の
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
す
。

●
市
議
会
議
員
の
立
候
補
者
を
増
や

す
ア
イ
デ
ア
は

　
投
票
率
が
低
い
の
は
、
若
い
世
代

が
選
挙
の
重
要
性
を
理
解
し
て
い
な

い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
将
来
、
投
票
に
は
行
き
た
い
で
す

が
、
情
報
が
な
い
の
で
誰
に
投
票
し

て
い
い
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
生
徒
会

が
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
が
分
か
ら

な
い
と
か
、
面
倒
く
さ
い
と
思
わ
れ

て
い
る
の
と
同
じ
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
社
会
科
見
学
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
で
体
験
し
た
ら
、
実
際
の
活
動
が

分
か
る
の
で
、
い
い
と
思
い
ま
す
。

学
校
で
市
議
会
の
こ
と
を
学
べ
れ
ば
、

大
人
に
な
っ
て
か
ら
自
分
も
で
き
る

と
思
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ほ
か
に
も
、
南
中
学
校
は
翔
南
祭

で
好
き
な
講
座
を
選
ん
で
体
験
す
る

企
画
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
議

会
と
い
う
講
座
を
作
っ
た
ら
ど
う
で

し
ょ
う
。

市
議
会
は
市
民
の
声
を

直
接
聞
き
に
出
か
け
ま
す
！

　
校
則
の
改
正
を
始
め
と
し
た
、
幅

広
い
様
々
な
活
動
を
行
う
南
中
学
校

生
徒
会
。

　
令
和
３
年
７
月
１５
日
（
木
）
に
南

中
学
校
生
徒
会
の
皆
様
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
し
ま
し
た
。

チャレンジする人を応援する鶴ヶ島に

＜インタビューに参加された南中学校生徒会の方々＞
会長：渡部慶直さん、副会長：安野真央さん、千葉美優さん、書記：中村碧さん、武藤来音さん、
会計：北條巧也さん、清水俐花さん� （順不同）

市民・団体
インタビュー

南中学校
生徒会

市議会
×
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